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コンテンツ全体動向

電子書籍、オンラインゲーム、音楽/ミュージックファイルといった有料コンテンツの購入有無について聞いた

結果である。2005年とは、有料コンテンツの定義が若干異なるが、代表的な有料情報コンテンツの購入につ

いて聞いているため、比較対象とした。購入経験者は、2005年の29.1％よりも若干増加し、32.6％となっ

ている。

32.6%が有料コンテンツ購入経験者
資料2-3-1　有料コンテンツの購入経験［2005年−2006年］
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有料コンテンツ購入経験者556サンプルの購入したことがある有料コンテンツのジャンルは、「音楽/ミュージッ

クファイル」がトップで70.9%。「電子書籍」と「オンラインゲーム」は同率で37.4%である。性別年代別で

みると、男性30代では、すべての有料コンテンツのジャンルにおいて購入率が高く、メイン購入者であること

がわかる。また「音楽/ミュージックファイル」については、男女ともに40代の購入率が高い。

購入ジャンルのトップは「音楽/ミュージックファイル」70.9％
資料2-3-2　購入した有料コンテンツのジャンル（複数回答）　N=556
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有料コンテンツ

コンテンツ全体動向

有料コンテンツ非購入者と購入経験者を対象に、今後、継続/購入したい有料コンテンツのジャンルについて聞

いたところ、全体の6割が有料コンテンツの購入に関心がない。購入意向のある4割の中では、「音楽/ミュージ

ックファイル」が最も高い。性別年代別では、10代、20代の若年層の比率は低く、20代、30代の購入意向

が高い。ただし、「音楽/ミュージックファイル」は10代女性の購入意向が高い。

30.1％が「音楽/ミュージックファイル」支持、6割は「特になし」
資料2-3-3　今後購入したい有料コンテンツのジャンル（複数回答）　N=1,705
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このグラフは、各ジャンルの有料コンテンツ購入経験者に対して、購入経験のあるジャンルの継続購入率を出し

たものである。「音楽/ミュージックファイル購入経験者」の7割近くが継続して購入すると答えており、「電子

書籍経験購入者」も半数が購入予定であると回答している。

音楽/ミュージックファイルの継続購入率は67.5%
資料2-3-4　有料コンテンツの購入経験別にみた今後も購入したい比率比較（参考値）
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有料コンテンツ購入経験者556サンプルの1か月当たりに支払っている平均金額は、「500円未満」（50.2％）

が半数を占めており、「500円〜1,000円未満」（22.3%）と合わせると72.5%となる。1コンテンツ当たり

の単価が数百円という安価なものが多いことなどから、支払い金額は1,000円未満が多い。2005年と比較し

ても同様の結果である。

月額支払い金額は「1,000円未満」で7割
資料2-3-5　有料情報に支払っている1か月の金額［2005年−2006年］
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望ましい課金形態は、買った分だけ請求

される「タイトル単位の課金」が高く、

次いで「タイトル数や視聴・利用回数に

かかわらない月額固定制」である。また、

「タイトル単位の課金」は、半数が有料

情報購入経験者で占められており、「視

聴/利用回数に応じた課金」では、購入

未経験者が相対的に高い。「月額固定制」

については、月額3,000円以上の高額

を支払っている有料情報購入経験者の支

持率が高い。

「タイトル単位の課金」の支持率が高く36.5％
資料2-3-6　望ましいと思う有料コンテンツの課金形態　N=1,705
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